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今
年
も
一
年
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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迎
春

あっという間に一年が過ぎました。今年も新型コロナウイルスに振り回された一年でしたが、

おかげさまで無事一年を過ごすことができました。

今年も一年本当にありがとうございました。（寺報は年末到着予定なので…）

来年もどうぞよろしくお願い致します。

年末ご多用のことと思います。どうぞお身体、ご自愛くださいませ。

凡 愚 の
つぶや き
凡 愚 の
つぶや き

ぼ ん    ぐ
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行事予定やお参り・法要などの連絡事項は「ホームページ」にて随時更新しています。

モバイルは
このマークをカメラで
読み込んでください。

永照寺 :住職のブログ【凡愚庵（ぼんぐあん）】も
合わせてご覧いただければ幸いです。
（上記のホームページ内に移転しました。）

http://www.eishouji.or.jp/ホームページに関してのご意見、ご希望、メールをお待ちしています。 北九州      　永照寺

離れて暮らすご家族にも
オススメください。

●寺報には大切な情報が書かれていることがあります。捨てずに一読ください。

●お経本は床に置かないでください。

●住所が変更する場合は、恐れ入りますがお寺に届けてください。

●最近では法事が土曜・日曜に集中しますので、早めに連絡頂ければ助かります。
   （特にお寺で法事をする場合）

・開門…6時30分 ・閉門…18時

永照寺 開門・閉門の時間お
知
ら
せ

宗祖命日

婦人会例会

16日（日）

18日（火）

朝10時より年頭初参会にてお勤めいたします。

【時間】13時より

1月の行事予定

左より、高尾敬信、野平松幸、住職、前住職、住職次男：尽、住職長男：晄、坊守、前坊守、住職長女：凜

寺報の締め切りの都合上、「宗祖命日12月の参拝者」は来月号に掲載いたします。

年末年始もこの時間です
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コロナの影響も考慮して、
例年と違う時間帯にて勤修しますことご容赦願います。

下記の感染対策をして法座を開催します。

◉ マスクの着用をお願いします。       

◉ 事前に検温をお願いします。       

◉ 37度以上ある場合は参拝をご遠慮してください。

◉ 本堂距離を保ち椅子を並べます。   

◉ アルコール消毒、堂内消毒、換気を徹底します。

■ 懇志袋は永照寺だより先月号に同封しています。お寺にもご用意しております。
■ お斎の接待はありません。
■ 懇志上納者の堂内掲示は控えます。後日寺報にて掲載いたします。
■ 16日の7時のお朝事（おあさじ）はありません。
■ 感染予防の為、地区総代による法座案内の配布をご遠慮させていただいています。

マスク着用を

お願いします

事前の検温を

お願いします

消毒を

おこないます

換気を

おこないます

離れて

お座りください

年 頭 初 参 会

引上会報恩講

永 代 経 法 要

14日

14日

16日

1月

5月

9月

15日

15日

17日

16日

16日

18日

（土）、

（日）、

（土）、

（日）

（月）

（日）

（金）、

（土）、

（金）、

合同盆法要、その他行事につきましては随時お知らせいたします。

2022年（令和4年）の行事予定

同封の懇志袋について
（懇志袋は先月号にいれてます。）

複写式の為、ボールペンで強く書いてくだされば助かります。
紛失された方はお寺の受付にご用意しております。

ありたに けんゆう

住職の法友の有谿賢友さんの漫画「お坊さんのひとりごと」

漫 画
新 連 載

有谿さんは僧侶と漫画家二足の草鞋を履き、宗門の様々な冊子に漫画を掲載しています。どうぞ毎月楽しみにしていてください。

ありたに けんゆう

寒い日のお坊さん
さむ ひ ぼう

良いこと
よ

10：00～【1日1座とさせていただきます】1時間程度
2022年 （金）14日1月 （土）15日1月 （日）16日1月

永照寺 年頭初参会について


